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４月放送のCTY-FM「よっかいち　わいわい人探訪！」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）

JAPAN DRONE LEAGUE 2025
プロクラスランキング総合チャンピオン

高校 3 年生　中澤陸斗さん

さまざまな大会で受賞したトロフィー 専用ゴーグルを装着しプレーする
中澤さん

ドローンチームメンバーとの集合写真
（前列真ん中）

中学１年生の４月に初めてレースに参加し、
一番下のクラスで、３位に入賞してから、ます
ますのめり込んでいきました。

ドローンは専用ゴーグルを付けることで、ド
ローンのカメラが映している映像を、まるで自
分の目で見ているかのように感じられます。最
高時速200km近いドローンに乗って自由に空
を飛んでいる感覚になるため、テンションが上
がります。そこがドローンの魅力です。

2025年、念願のJDL初優勝
JDLで優勝できると思っていなかったので、

とにかく嬉しかったです。優勝だけでも嬉しか
ったのに、総合チャンピオンにまでなれたのは、
本当に信じられなかったです。

JDLは、予選では、90秒間でコースを何周で
きるかを競い、準決勝からは、コース４周のタ
イムを競います。

予選は、スピードを上げれば周回数は増えま
すが、その分バッテリーの消耗が激しくなり、
90秒経過する前にドローンが止まってしまう
ことがあります。一方、準決勝以降は、常にト
ップスピードを維持してゴールすることを目指
します。

予選と準決勝以降では、戦略が違うのがJDL
の難しいところです。

目標は、世界最大規模のドローンレース
韓国で開催された国際レースに2023、2024

年に出場して、海外のレースにも興味を持ちま
した。今後の目標は、２年に１回開催される、
世界最大規模のドローンレース「World Drone 
Racing Championship」に出場することです。

前回大会は2024年に中国で開催されました。
大学受験があるため、今年の大会出場は難しい
と思いますが、いつかは挑戦してみたいです。

出合いは父親が持ち帰った一機のドローン
父が家に持ち帰ったドローンで、興味本位に

遊んでいるうちに、夢中になりました。それま
で家ではテレビゲームをして過ごしていました
が、ドローンで遊ぶようになってからは、家の
中に自分で障害物を作り、ドローンを飛ばすよ
うになりました。

国内トップレベルのドローンレース「JAPAN 
DRONE LEAGUE（以下、JDL）」は、年間７
戦の総合ポイントでチャンピオンを決定します。

パイロットの操縦スキルに応じた四つのクラ
スがあり、最上位のプロクラスに所属する中澤
さんは、昨年５月の２戦目で念願の初優勝を果
たし、８月の５戦目でも優勝のほか、すべての
ラウンドで好成績を収め、2025年の総合チャ
ンピオンに輝きました。中澤さんに、ドローン
の魅力や今後の目標などをお聞きしました。

→
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人権のひろば
毎月

22日は「人権
を確かめ合う日」です

人権・同和教育シリーズ

問 人 権 セ ン タ ー（ TEL  354-8609　 FAX  354-8611）
人権・同和政策課（ TEL  354-8293　 FAX  354-8611）
人権・同和教育課（ TEL  354-8253　 FAX  354-8303）

中央通り再編事業に合わせ、中心市街地の
魅力と回遊性を向上させるため、まちなかの
鵜の森公園、諏訪公園を再整備しています。
この整備により、鵜の森公園では、ゆった

りとした芝生広場や遊び場を備えつつ、快適
で見通しが良く、四季を感じる植栽で一年中
散策を楽しめる公園となります。
また、雨水の流出を抑制するため、敷地内
の大半に、透水性のインターロッキング舗装
などを採用するとともに、芝生広場には、一
時的に雨水を貯留し、時間をかけて浸透させ

る機能を備えていきます。
鵜の森公園の泗翠庵周辺で令和６年度から

進めていた１期事業では、園路や遊び場など
を整備し、３月12日から皆さんに利用してい
ただけるようになりま
した。
２期事業は今年度か
ら着手し、芝生広場、
園路、遊び場などを整
備し、公園全体のリニ
ューアルは来年度を予
定しています。

 鵜の森公園大幅リニューアル 
 〜１期事業完成〜 

今日、部落差別をはじめ、障害者差別、外
国人差別、インターネット上の人権侵害など
さまざまな差別が根強く残っています。
本市は、人が人として尊ばれる明るく住み
よい社会を築くため、「人権尊重都市」を宣
言しており、差別のない社会の実現を目指し
ています。
差別は誤った知識や偏見から生まれます。
それが攻撃的な形となって現れたものの一つ
が差別落書きです。これは重大な人権侵害で
あり、絶対に許されない悪質な行為です。書

かれた側の心を深く傷付けるだけでなく、そ
れを見た人たちの心にも痛みを与えます。ま
た、新たな差別意識を植え付けたり、差別を
助長したりすることにもつながります。差別
落書きを「しない・させない」だけではなく、
「見過ごさない」ことが大切です。
私たち一人ひとりが差別を許さない行動を

積み重ねることが、差別をなくし、結果とし
て自分の人権を守ることにもつながります。
差別落書きを発見した場合は、すぐに人権

センターにご連絡ください。

 「差別を許さない 
 〜差別落書きを見過ごさない社会へ〜」  

（左）園内の見通しを確保しつつ、曲線の園路で景色に変化
（右）ゴム系舗装で安心の遊び場

鵜の森公園を南から望む
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